
会 議 録 
 

会議の名称 令和 5年度 第 1回 飯塚市高齢社会対策推進協議会専門委員会 

開催日時 令和 5年 7月 12日 14：00～14:55 

開催場所 飯塚市役所 2階 201会議室 

出席委員 
西園会長、谷副会長、丸林委員、上田委員、籾井委員、上野委員、小菅委員、高須

賀委員 

会議概要 

1 開会 

2 報告事項 

（1）第 9期飯塚市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画について 

   ① 計画策定の概要 

   ② 飯塚市の現状 

 （2）飯塚市高齢者実態調査結果報告について 

    ① 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告 

    ② 在宅介護実態調査報告 

    ③ 在宅生活改善調査・居所変更実態調査・介護人材実態調査報告 

3 その他 

 （1）令和 5年度第 2回専門委員会の開催について 

4 閉会 

会議資料 

資料 1 第 9期飯塚市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画について 

資料 2 介護保険事業を取り巻く現状 

～地域包括ケア「見える化」システムを用いた現状分析～ 

資料 3 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査調査結果報告書 

資料 4 飯塚市在宅介護実態調査調査結果報告書 

資料 5 在宅生活改善調査・居所変更実態調査・介護人材実態調査【報告書】 

公開・非公開

の別 

1 公開    2 一部公開    3 非公開 

（傍聴者 3人） 

その他（非公

開理由等） 
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会議内容 

 

 

① 報告事項1：第9期飯塚市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画について 

・計画策定の概要について報告を行う。（別紙資料1） 

・飯塚市の現状について報告を行う。（別紙資料2） 

 

Ａ委員：報告事項を聞いて、飯塚市は高齢化率が高く、介護保険の利用者も多 

い。また、介護保険料も高いというところで不安に思う方が多いので 

はないかと感じた。 

 

Ｂ委員：人口が近いことから大牟田市との比較が必要になってくるのか。県外 

は比較しても意味がないのか。 

事務局：大牟田市は人口規模が近いため比較している。 

Ｂ委員：近隣の市町村との比較は行わないのか。 

事務局：近隣の市町村と比較することも可能なため、資料を揃える。 

 

Ｃ委員：資料2の18頁「図表18 受給者1人あたりの給付月額」について 

・総合事業ではなく介護給付費から出ているという認識でよいか。 

・飯塚市の軽度者（要支援1～要介護2）と重度者（要介護3～要介護5） 

が1人あたりの給付月額はおよそ6万円前後で6千円程の差はあるが、 

介護度によって大きな差はないというイメージでよいか。 

・飯塚市は使用しているサービスについて、軽度者の方は訪問介護、 

通所系が多く、重度者であると老人ホームや特定施設等が多くなる 

というイメージでよいか。 

      ・当該図表のとおり給付費のバランスができているということでよい 

か。 

  事務局：上記のとおり。飯塚市の特徴としては、通所介護が多い傾向にある。訪

問介護事業所においても、大牟田市と比較して多いが、それほど使用し

ていない傾向が出ている。 

   Ｃ委員：訪問看護の数では福岡県で2番目くらいに多かったが、その割には給付

費が少ないと思った。 

  事務局：上記のとおり。また、総合事業については利用回数が定められている。 

 

② 報告事項2：飯塚市高齢者実態調査結果報告について 

・介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の調査結果報告を行う。（別紙資料3） 

・在宅介護実態調査の調査結果報告を行う。（別紙資料4） 

・在宅生活改善調査・居所変更実態調査・介護人材実態調査の調査結果報告を行 

う。（別紙資料5） 
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Ｄ委員：調査結果より、問題点の解決等のため、具体的な内容について専門委 

員会で協議を行うという認識でよいか。 

   事務局：飯塚市の現状から取組等について協議を行い、3か年の計画に反映させ

ていく。 

 

  Ｅ委員：資料3～5について、ポイントとする箇所等についてまとめた資料を配布

してほしい。 

   事務局：概要をまとめたものを後日、配布する。 

 

③ その他：令和5年度第2回専門委員会の開催について 

日時：令和5年8月16日(水)14時から 

   

  Ｆ委員：各協議会及び専門委員会について、どのようなことを行っていくのか、

大体の内容を教えていただけないか。 

  事務局：第9期計画の骨子や素案関係等について、今後、協議していくこととな

る。改めて内容含めたスケジュール表を後日、配布する。 

 


